Construction of the Geostory Utilized Attractiveness of Geopark Chichibu, Saitama Prefecture by 坂口 豪
 
 
ジオパーク秩父における地質学的な視点および地理学的な視点の 
相互関連性によるジオストーリーの構築 
Construction of the Geostory Utilized Attractiveness of Geopark Chichibu, 
Saitama Prefecture 
 
坂 口  豪 ＊ 
Suguru Sakaguchi    
 
 
 
,．はじめに
ジオパークは景観として美しい地形や地質などの地
球科学的な資源（ジオサイト）を活かした「大地の公
園」である（菊地ほか 2011）。大野（2011）は地球科学
の学術的価値を地域振興に結びつけるために，地域の
歴史や文化，さらには生態系や自然環境と，地球科学
とを有機的に関連づけさせることにより構築される
「ジオストーリー」が必要であることを指摘した．柚
洞ほか（2014）ではジオストーリーを 2つに大別して
いる。すなわち，地質年代に基づいてジオサイト間の
つながりを捉える地質学的ストーリーと，地球科学的
な資源とその他の地域資源とをテーマによって結びつ
けて構築する地理学的ストーリーである。地質学的ス
トーリーが構築されている茨城県北ジオパークでは，
古生代や中生代といった地質年代の流れのなかで，ジ
オストーリーがジオパークのジオサイトを位置づけて
構築されている。つまり，ジオパーク全体で大きなジ
オストーリーがつくられ，そのストーリーのなかに複
数のジオサイトが位置づけられている（天野ほか
2011）。他方，地理学的ストーリーの事例として，糸魚
川ジオパーク内の弁天岩ジオサイトにおけるジオスト
ーリーが挙げられる。弁天岩ジオサイトには，「海底火
山が育んだ海洋文化」というテーマに基づき地形と地
質の遺産のみならず動植物や神社などの生態的かつ文
化的な資源を含む複数のジオポイントが選定されてい
る（竹之内 2011）。それらのジオポイントとジオポイ
ントのつながりからストーリーが構築されている。な
お，本稿におけるジオストーリーは，大野（2011）や
竹之内（2011）の考え方に基づき，大地と関連するテ
ーマを設定し，テーマに基づいたジオサイトや地域資
源間の結びつきにより構築された物語のことをジオス
トーリーとする。 
ジオストーリー構築の重要性は柚洞ほか（2014）で
みられるように多くの研究者が指摘しているが，ジオ
ツアーのルート策定の場面や，モデルコースを構成す
る際に，どのようにジオストーリーの視点を盛り込ん
だら良いのかといった実際的な問題に応えたものはみ
られなかった。したがって，ジオパークにおけるジオ
ストーリーを「地質学的ストーリー」と「地理学的ス
トーリー」の視点から分析し，ジオストーリーの特性
を導き出すことの意義は実際のジオパークの現場にお
摘 要
ジオパークは景観として美しい地形や地質などの地球科学的な資源（ジオサイト）を活かした「大地の公園」
である。ジオパークではジオサイトが選定され，ジオサイト間を結びつけるジオストーリーが構築される。
本稿の目的は，ジオパークにおけるジオストーリーを地質学的ストーリーと地理学的ストーリーの視点から
分析し，ジオツアーの策定などでジオストーリーの視点が重要であることを議論する。ジオパーク秩父の地
質学的ストーリーは「盆地を取り巻く山々」，「地球の躍動・変成岩」，「海・秩父湾の証人」，および「先人文
化と固有の風土」の つのサブテーマにより構成されている。地理学的ストーリーは，人文社会的な地域資
源や，生態学的な資源によって構築されており，ジオパーク秩父においては，地質学的ストーリーとの融合
によりジオツアーのジオストーリーが構築されている。ジオツアーは 132，商工会，事務局など多様な運営
主体により行われており，運営主体によりジオツアーのジオストーリーの特徴は異なる。ジオパークにおけ
るジオストーリーは，地質年代に基づいて構築される地質学的ストーリーと，地域内に分布するさまざまな
地域資源により構築される地理学的ストーリーを融合されることによって構築されることが好ましい。
*首都大学東京大学院都市環境科学研究科観光科学域  
〒192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1（9 号館） 
e-mail  sakaguchi.suguru@gmail.com 
- 131 -
 
 
ける課題などの社会的な背景をみても大きいといえる。 
そこで本稿では，日本地質学発祥の地として多くの
地球科学の学術研究の蓄積のあるジオパーク秩父を事
例対象地域として以下の 3つの研究目的を設定した。
第一は，ジオパーク秩父における地質学的ストーリー
の内容とその体系化を検討することである。ジオパー
ク推進員や埼玉県立自然の博物館学芸員への聞き取り，
および文献調査から地質年代という時間的な広がりに
基づいて，どのような地質学的ストーリーが構築され
ているかを分析する。第二は，ジオパーク秩父におけ
る地理学的ストーリーの内容とその体系化を検討する
ことである。ジオパーク秩父設立時の申請書などの内
部資料やジオパーク事務局への聞き取り，ジオツアー
への参与調査などの方法によりジオパーク秩父の地域
資源を，どのように地形や地質と関係づけることで地
理学的ストーリーを構築しているのか分析する。第三
の目的は，地質学的ストーリーと地理学的ストーリー
の組み合わせや相互関連性がジオストーリーの構築に
どのように関与するのかを最終的に明らかにすること
である。この分析にあたっては，ジオツーリズムの実
践のために策定されたモデルコースやジオツアーにお
いて対象とした地質区分や地質学的な事象に関するジ
オサイトと生態学的および文化的な資源とがどのよう
に結びつけられているか，その仕組みやジオツアー策
定の背景といった視点から実施した。 
Ⅱ．ジオパーク秩父のテーマとストーリー
ジオパーク秩父のテーマとストーリー
ジオパーク秩父のジオストーリーに関して，本間
（2011）は日本ジオパーク認定前に「テーマとストー
リーの試案」を提示した。ジオパーク秩父の実際のテ
ーマは，秩父まるごとジオパーク推進協議会のホーム
ページに記載されており，「大地の守人（もりびと）を
育む，ジオ学習の聖地（メッカ）」となっている。秩父
の地が「日本地質学発祥の地」と称され，現在も多く
の理科教育と地質学実習の場となっていることを踏ま
え，秩父が地球科学の研究・教育の場であることを伝
える意味をこめて，「ジオ学習の聖地」がテーマのひと
つに入っている。他方，「大地の守人を育む」は，秩父
の多様な文化と固有の風土を支える大地を守る人材を
育てていくというジオパークとしての方向性を示して
いる。つまり，これらのテーマはジオパークとしての
活動展開の方向性を示すだけでなく，大地の遺産の「保
全」と「教育」を重視している姿勢を示している。 
他方，ジオパーク秩父の「大地の遺産」の特徴を表
象している 4 つサブテーマも設定されており，「日本
ジオパークネットワーク加盟申請書（以下，秩父まる
ごとジオパーク推進協議会 2011）」に記載されている。
すなわちサブテーマは，「盆地を取り巻く山々」，「地球
の躍動・変成岩」，「海・秩父湾の証人」，および「先人
文化と固有の風土」の 4つである。ジオパーク秩父に
おいて，ジオパークの見
どころとなるジオサイト
は上述した 4 つのサブテ
ーマに基づいて選定され
ている（秩父まるごとジ
オパーク推進協議会
2011）。4つのサブテーマ
に関して秩父まるごとジ
オパーク推進協議会
（2011）やジオパーク秩
父ホームページにおいて
明確なストーリーは示さ
れていないが，それらは
古い時代から順次，新し
い時代へと年代順に設定
されており，ジオパーク
秩父全体の大きなストー
リーの柱となっている。
具体的には，「盆地を取り
巻く山々」と「地球の躍
図 1 ジオパーク秩父の地質区分と 34のジオサイトの位置 
（資料：ジオパーク秩父ジオサイトガイドブック） 
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動・変成岩」は主に中生代を対象とし，「海・秩父湾の
証人」は主に新生代新第三紀を，「先人文化と固有の風
土」は主に新生代第四紀を対象とする年代となってお
り，ジオパーク秩父のジオストーリーは地質年代に沿
って構築されている（図 1）。また，秩父地域の歴史や
文化は秩父地域の大地の上で育まれてきた。地質の違
いが秩父の盆地と山地という地形の違いをつくり出し，
秩父の人びとの生活や産業は地形による影響を強く受
けて現在までの歴史を重ねてきた。秩父地域の歴史や
文化を大地と関連させることで地理学的ストーリーも
構築されている。とくに地理学的ストーリーはジオパ
ーク秩父において独自のジオツアーを展開することに
役立っている。これらの点を踏まえると，ジオパーク
秩父が本研究の目的を達成する適切な対象地であると
いえる。 
 
ジオパーク秩父の地質学的ストーリー
ジオパーク推進協議会事務局への聞き取り，埼玉県
立自然の博物館学芸員への聞き取り，秩父まるごとジ
オパーク推進協議会（2011），および本間（2011）とい
った文献を参考に，ジオパーク秩父の地質学的ストー
リーが 4つのサブテーマを地質年代順に整理すること
で構築されていることを示す。 
地質学的ストーリーの脈絡にしたがえば，ジオパー
ク秩父のジオストーリーは「盆地を取り巻く山々」か
らはじまる。秩父盆地を取り巻く山々が形成された古
生代から中生代においては，日本列島がまだ形成され
ておらず，現在の日本列島はユーラシア大陸の一部で
あった。盆地を取り巻く山々を構成する地質は秩父帯，
山中地溝帯，および四万十帯である。秩父帯の地質か
らはサンゴやフズリナの死骸が堆積してできた石灰岩
や，放散虫というプランクトンが堆積してできたチャ
ートなどをみることができる。秩父帯は 2 億年から 1
億 5000 万年前に付加し，四万十帯は 1 億年から 6500
万年前に付加したといわれている（秩父まるごとジオ
パーク推進協議会 2011）。秩父帯の中央部には帯状の
山中地溝帯と呼ばれる 1 億 3000 万年前の地質が存在
する。山中地溝帯は白亜紀の地質が断層で落ち込んで
できたとされ，褶曲した地層や切り立った地層が観察
できる。「盆地を取り巻く山々」のジオストーリーにお
けるジオサイトは，付加体である秩父帯の山々と山中
地溝帯と，および付加体に含まれる化石が見学できる
場所，さらに秩父盆地と山地との境界で観察できる不
整合や断層などを中心に選定されている。 
「地球の躍動・変成岩」のストーリーの対象とする
三波川帯は秩父盆地の東側から北東方向に広がる地質
で，地下の 15km から 30km という深いところで変成
作用を受けた変成岩が 8500万年から 6500万年前に地
表付近に隆起したことによって構成された。長瀞付近
の荒川沿いでは，三波川の結晶片岩の露出した岩石段
丘注1がみられる。この付近の結晶片岩の片理面はほぼ
水辺方向のため，段丘面は畳を重ねたようにみえるた
め岩畳と呼ばれている。他方，奥秩父の中津川付近で
は，新生代第三紀の約 500万年前に貫入した石英閃緑
岩マグマによる接触変成岩や接触交代鉱床がみられる。
人びとはマグマ貫入により形成されたさまざまな鉱物
資源を得るため秩父鉱山を開発した。秩父鉱山はマグ
マ貫入による恩恵の上に成り立っていた。「地球の躍
動・変成岩」のジオストーリーのジオサイトは，長瀞
の岩畳とその周辺部の露頭と結晶片岩を利用した青石
塔板や石仏などの人工物と，奥秩父の中津川流域の秩
父鉱山とその周辺の露岩観察地点によって成り立って
いる。 
「海・秩父湾の証人」では秩父盆地内の新生代新第
三紀の地質がジオストーリーの主な対象となっている。
1650 万年から 1500 万年前において，現在の秩父盆地
は秩父湾と呼ばれる海であった。そのため，秩父盆地
の北西部から流れる赤平川沿いでは海成堆積物の露頭
が連続している。新生代新第三紀中新世の秩父町層群
名倉層とよばれる約 1500 万年前の地質からはパレオ
パラドキシアの化石が発見された。パレオパラドキシ
アは水陸両用の哺乳類で秩父湾の海辺の海草や貝，ゴ
カイなどを食べていた。小鹿野町の「ようばけ」では
新生代新第三紀の海成堆積物の露頭を観察することが
でき，ようばけ周辺の地層中からはカニや貝といった
海生生物の化石が多く産出する。ジオサイトとしては，
「ようばけ」とその周辺のおがの化石館，および中世
の城郭跡「奈倉館」などが選定されている。他方，秩
父市吉田付近の赤平川沿いにも，取方の大露頭をはじ
めとした新生代第三紀の海生堆積物の露頭の視点場が
ある。「先人文化と固有の風土」では，新生代第四紀以
降の荒川による河岸段丘の形成と人類の歴史，および
人間の生活文化などが中心となってジオストーリーを
構成している。滝の神庭や秩父市橋立においては石灰
岩洞窟の岩陰遺跡が発見されている。遺物から，縄文
時代の灰や炭，土器などが発見され，それらは古くか
ら秩父の地に人が存在していたことを示す証拠となっ
ている。奥秩父を源流とする荒川は，三峰口付近で秩
父盆地内に入り，川幅が広がり，段丘面を形成してい
る。現在の秩父市街地が広がる一帯においては，低位
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と中位，および高位の段丘面がそれぞれ明確に識別で
きるようになっている。段丘を中心として地形と生活
文化，あるいは産業との関係性は「先人文化と固有の
風土」のストーリーのなかで基調を織りなすものとな
っている。荒川は谷を深く侵食しているため，秩父盆
地は低位段丘面においても水を引くことができず，基
本的に水に恵まれない土地であった。したがって，盆
地内の土地における水田耕作は伝統的に困難であり，
年貢については金銭に換算して納める「永方」が一般
的であった。そのため，秩父盆地の人々は換金作物と
して桑を植栽し，家蚕を飼育して生糸を生産し，絹糸
を紡ぐことで，生計を立てていた。秩父盆地では水が
得にくいという環境条件から，絹織物業が盛んになり，
そのことが伝統工芸品である「秩父銘仙」を生みだし
た。これらのストーリーに関連するジオサイトとして
は，高位段丘面の尾田蒔丘陵や中位段丘面の羊山丘陵，
および低位段丘面の秩父市街地と「七つ井戸」などが
選定されている。 
全体的にみると，ジオパーク秩父では 4 つのサブテ
ーマを柱にして地質学的ストーリーが構築されており，
天野ほか（2011）が茨城県北ジオパークの事例で示し
たように，ジオストーリーが地質年代に沿ってジオパ
ークの広い範囲を対象に構築されている。さらにジオ
パーク秩父のジオサイトは「盆地を取り巻く山々」と
「地球の躍動・変成岩」と「海・秩父湾の証人」，およ
び「先人文化と固有の風土」のストーリーの内容に基
づいて秩父地域の多様な地質とその上に育まれた固有
の風土を効果的に伝えることを念頭に選定されている。
つまり，ジオストーリーはさまざまなジオサイトをジ
オパーク秩父のもつ魅力のなかに位置づける役割とな
っている。ジオサイトは時間的，空間的な広がりをも
たせたジオストーリーを構築することによりジオサイ
トの地質学的な成因のみならず，人びととの関わりや
他のジオサイトや地域資源との結びつきがみえてくる。
かくして，ジオサイトを中心に他のジオサイトもしく
は地域資源と面的な広がりをもったジオストーリーが
構築され，ジオツアーのルートとしてジオパークにお
いて価値をもつものとなる。ジオパーク秩父は 34 か
所のジオサイトを掲載したガイドブックを 2013 年に
発行した。34のジオサイトの一覧が表 1に示されてい
る。ジオサイトはジオストーリーにおいて物語を構成
する要素としての役割を担っており，地質学的ストー
リーを構築するうえで重要である。そのため，このガ
イドブックに掲載された 34 のジオサイトはジオパー
ク秩父を構成する秩父帯と山中地溝帯，四万十帯，三
波川帯，および秩父盆地（新生代第三紀層と第四紀層）
それぞれの地質区分で分類されている。34のジオサイ
トガイドブックにおいては，ジオサイトの地質学的な
特徴や地形に関する記述が多くみられる。その一方で，
いくつかのジオサイトは，地質遺産ではない，文化的
な景観や人文社会的な資源となっている。 
具体的には，秩父盆地とそれを取り囲む山々を概観
することのできる美の山ジオサイトは，眼下に広がる
秩父盆地の地形と盆地内の生活文化に関するジオスト
ーリーが構築されている場所である。美の山ジオサイ
トでは，眺望地点という立地特性を活かして景観とし
て広がる地形とそれに関係する生活文化がストーリー
として結びつけて説明されている。長瀞の岩畳ジオサ
イトでは，岩畳の地質学的ストーリーのほかに生態学
的な視点のストーリーが構築されている。たとえば，
岩畳内に点在する流路跡により作り出された四十八沼
に赤トンボが飛来することや，岩畳の左岸斜面には渓
畔林と呼ばれるクリ・コナラなどの落葉広葉樹林が荒
川による浸食，運搬，および堆積の作用により形成さ
れた景観であるストーリーが構築されている。つまり，
長瀞岩畳ジオサイトでは，地球科学と生態学的な視点
が結びついているジオストーリーをみることができる。
文化的な景観のジオサイトである寺坂の棚田は，横瀬
4つのストーリー分類 ジオサイト名 地質帯の区分
全体 美の山
秩父帯　山中地溝帯
三波川帯　新第三紀第四紀
大達原の石灰岩 秩父帯
橋立鍾乳洞 秩父帯
神庭洞窟 秩父帯
秩父華厳の滝 秩父帯
丸神の滝 秩父帯
二子山 秩父帯
中津峡 秩父帯
山中地溝帯 山中地溝帯
皆本沢 山中地溝帯
栃本 四万十帯
秩父帯～四万十帯 四万十帯
出牛-黒谷断層 三波川帯　新第三紀
犬木の不整合 山中地溝帯　新第三紀
若御子断層洞 秩父帯　新第三紀
前原の不整合 秩父帯　新第三紀
虎岩 三波川帯
長瀞岩畳 三波川帯
菊水岩 三波川帯
紅簾石片岩 三波川帯
蛇紋岩 三波川帯
雁行脈 三波川帯
青石塔婆 三波川帯
和銅遺跡 三波川帯
札所31番観音院 新第三紀
海底地滑り跡 新第三紀
札所32番法性寺 新第三紀
ようばけ 新第三紀
尾田蒔丘陵 第四紀
羊山丘陵 第四紀
太田たんぼ 第四紀
寺坂の棚田 第四紀
七つ井戸と段丘崖 第四紀
札所4番金昌寺 第四紀
盆地を取り巻く山々
地球の躍動・変成岩
海・秩父湾の証人
先人文化と固有の風土
表 1 ジオパーク秩父の 34のジオサイト 
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町に位置する約 330枚の棚田である。寺坂の棚田は秩
父盆地の東を区切る三波川の変成岩の高篠山から流れ
でる曾沢川の水を引くことで耕作されている。この付
近でみられる三波川の変成岩は長瀞の岩畳の結晶片岩
とは異なり，海底の火山活動でつくられた溶岩などが
変成作用を受けてつくられた御荷鉾緑色岩である。寺
坂の棚田周辺の縄文時代の遺跡からは，御荷鉾緑色岩
を材料にした石の斧を作っていた跡がみつかっている。
地理学的ストーリーとしての特徴は，寺坂の棚田周辺
の縄文時代の遺跡による歴史的な地域資源と地質学的
ストーリーが関係づけられていることにある。 
このようにジオサイトには，地球科学とその他の分
野との相互関係性によりジオストーリーが構築されて
いる。ジオパーク秩父においては，歴史的な地域資源
と地質学的ストーリーが結びついているジオサイトが
多い傾向にある。歴史や生活文化などの人文社会的な
視点と自然環境とを総合的にとらえる地理学的な視点
を有することは，ジオパーク運営において重視されて
いる。札所に関するジオサイトでは信仰と境内の地質
学的な資源が地理学的ストーリーとして結びつけられ，
縄文遺跡のジオサイトでは遺跡や遺物がジオパーク秩
父を特徴づけている地質により構成されていることか
ら地理学的ストーリーが構築されている。このように，
ジオパーク秩父の複数のジオサイトにおいては人文社
会的な視点と地質学的な視点を相互に関連づけること
によって地理学的ストーリーが構築されている。 
 
Ⅲ．ジオパーク秩父におけるモデルコースとその
マップ
ジオパークにおけるモデルコースは，ジオパークの
さまざまな視点場であるジオサイトをテーマやストー
リーに基づいてつくられており，ジオツアーを実施す
るうえで重要な役割を担うものとなっている。ジオパ
ーク秩父においても，モデルコースとそのマップの作
成が行われた。ジオパーク秩父のモデルコースは 6つ
あり，それぞれのモデルコースにはコース名がジオス
トーリーを表象するものとしてつけられ，コース名に
関する複数のジオサイトも選定されている。6 つのモ
デルコースのルートを地図上に表示したものが図 2で
ある。荒川源流コース，赤平川を訪ねるコース，三波
川変成岩をめぐるコース，および段丘地形と暮らしを
探るコースの 4つは，それぞれ秩父帯と四万十帯，山
中地溝帯と新第三紀，三波川帯，および第四紀の地質
帯を対象としており，「盆地を取り巻く山々」，「地球の
躍動・変成岩」，「海・秩父湾の証人」，および「先人文
化と固有の風土」の４つのストーリーによってそれぞ
れのコースのジオストーリーが構築されており，地球
科学的な資源とその他の地域資源との関係性が理解で
きるようになっている。 
荒川源流コースでは
「盆地を取り巻く山々」
のジオストーリーを構
成する秩父帯と四万十
帯のジオサイトが対象
となり，赤平川を訪ねる
コースでは「海・秩父湾
の証人」のジオストーリ
ーを構成する秩父盆地
内の新生代第三紀層と，
「盆地を取り巻く山々」
のジオストーリーの山
中地溝帯のジオサイト
が対象となっている。三
波川変成岩をめぐるコ
ースでは，「地球の躍動・
変成岩」のジオストーリ
ーを構成する三波川帯
の結晶片岩のジオサイ
トや視点場が，モデルコ
図 2 モデルコースマップの 6 つのコースのルート 
（資料：ジオパーク秩父モデルコースマップ） 
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ースのなかに多く盛り込まれている。「先人文化と固有
の風土」のジオストーリーが構築されている段丘地形
と暮らしを探るコースでは，新生代第四紀以降の約 50
万年前以降の荒川によって形成された段丘地形と米ど
ころの蒔田などのジオサイトが対象とされている。つ
まり，4 つのサブテーマに基づいた地質学的ストーリ
ーが中心となってモデルコースを構成している。他方，
歴史や生活文化，および動植物を取り込んだ地理学的
ストーリーもモデルコース内で補完的であるが構築さ
れている。荒川源流コースでは，対象の範囲となる奥
秩父において江戸時代に平賀源内が秩父鉱山の開発事
業や林業に携わったことが読み解けるものになってい
る。荒川源流コースでは，平賀源内という歴史上の人
物から秩父鉱山という地質に関連するストーリーと地
理学的ストーリーの組み合わせが構築されている。 
「宮沢賢治青春の旅コース」や「一味違った札所め
ぐりコース」の 2つのモデルコースは，ジオパーク秩
父の他の 4 つのジオストーリーとは視点が
異なっている。これらのモデルコースでは
「宮沢賢治」や「札所」というテーマに基
づいて散策できるジオサイトがモデルコー
スに盛り込まれている。実際，「宮沢賢治青
春の旅コース」では，宮沢賢治が岩手高等
農林学校の在学中に地質巡検で秩父を訪れ
た際に巡ったジオサイトが対象になってい
る。具体的には，宮沢賢治一行の訪れた地
質露頭や鍾乳洞などの地球科学的な資源や
宮沢賢治の詠んだ歌の碑が，ジオサイトや
見学場所として設定されている。つまり，
宮沢賢治が歌を通じてジオサイトとどのよ
うに認識したのかが読み解けるので，地質
学的ストーリー（広義には地球科学的なス
トーリー）と文学的な視点が組み合わされ
ている。一味違った札所めぐりコースは，
秩父札所 34 か所観音霊場を主要なジオサ
イトと位置づけている。地球科学的な視点
から学習対象となる複数の札所がジオサイ
トとして設置されている。これも地質学的
ストーリーと歴史や生活文化の地域資源と
が組み合わされたもので，歴史を加えるこ
とでジオツーリズムの新たな需要を生み出
すものとなっている。 
地質学的ストーリーは秩父地域において
研究が蓄積されてきた地球科学の学術的な
知見に基づいて構築されている。モデルコ
ースは主にジオパーク秩父の地質遺産を地質学的スト
ーリーに基づいてつなぎ合わせて作成されている。そ
のため，モデルコースのマップにおいては，地質遺産
とその地質学的ストーリーの説明は多くされている。
一方で地質学的ストーリーに，歴史や生活文化の地域
資源を関係づけた地理学的ストーリーも構築されてい
るが，各ジオサイトの説明は地球科学的な説明の割合
が多い傾向にある。宮沢賢治や秩父札所という人文社
会的なテーマとなっているコースもあるものの，対象
となっているジオサイトにおける説明が地質学的スト
ーリーに偏っていることは改良の余地がある。モデル
コースマップの 6つのコースは，ジオパーク秩父の地
質学的ストーリーを観光客に伝える上では有効である
が，ジオパーク秩父の人文社会的な資源や生態学的な
資源をストーリーに取り込んだ地理学的ストーリーの
構築は不十分いう課題がある。 
6 つのモデルコースそれぞれが対象としているジオ
図 3 6つのモデルコースの地質学的ストーリーと 
地理学的ストーリーの相互関連性 
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ースのなかに多く盛り込まれている。「先人文化と固有
の風土」のジオストーリーが構築されている段丘地形
と暮らしを探るコースでは，新生代第四紀以降の約 50
万年前以降の荒川によって形成された段丘地形と米ど
ころの蒔田などのジオサイトが対象とされている。つ
まり，4 つのサブテーマに基づいた地質学的ストーリ
ーが中心となってモデルコースを構成している。他方，
歴史や生活文化，および動植物を取り込んだ地理学的
ストーリーもモデルコース内で補完的であるが構築さ
れている。荒川源流コースでは，対象の範囲となる奥
秩父において江戸時代に平賀源内が秩父鉱山の開発事
業や林業に携わったことが読み解けるものになってい
る。荒川源流コースでは，平賀源内という歴史上の人
物から秩父鉱山という地質に関連するストーリーと地
理学的ストーリーの組み合わせが構築されている。 
「宮沢賢治青春の旅コース」や「一味違った札所め
ぐりコース」の 2つのモデルコースは，ジオパーク秩
父の他の 4 つのジオストーリーとは視点が
異なっている。これらのモデルコースでは
「宮沢賢治」や「札所」というテーマに基
づいて散策できるジオサイトがモデルコー
スに盛り込まれている。実際，「宮沢賢治青
春の旅コース」では，宮沢賢治が岩手高等
農林学校の在学中に地質巡検で秩父を訪れ
た際に巡ったジオサイトが対象になってい
る。具体的には，宮沢賢治一行の訪れた地
質露頭や鍾乳洞などの地球科学的な資源や
宮沢賢治の詠んだ歌の碑が，ジオサイトや
見学場所として設定されている。つまり，
宮沢賢治が歌を通じてジオサイトとどのよ
うに認識したのかが読み解けるので，地質
学的ストーリー（広義には地球科学的なス
トーリー）と文学的な視点が組み合わされ
ている。一味違った札所めぐりコースは，
秩父札所 34 か所観音霊場を主要なジオサ
イトと位置づけている。地球科学的な視点
から学習対象となる複数の札所がジオサイ
トとして設置されている。これも地質学的
ストーリーと歴史や生活文化の地域資源と
が組み合わされたもので，歴史を加えるこ
とでジオツーリズムの新たな需要を生み出
すものとなっている。 
地質学的ストーリーは秩父地域において
研究が蓄積されてきた地球科学の学術的な
知見に基づいて構築されている。モデルコ
ースは主にジオパーク秩父の地質遺産を地質学的スト
ーリーに基づいてつなぎ合わせて作成されている。そ
のため，モデルコースのマップにおいては，地質遺産
とその地質学的ストーリーの説明は多くされている。
一方で地質学的ストーリーに，歴史や生活文化の地域
資源を関係づけた地理学的ストーリーも構築されてい
るが，各ジオサイトの説明は地球科学的な説明の割合
が多い傾向にある。宮沢賢治や秩父札所という人文社
会的なテーマとなっているコースもあるものの，対象
となっているジオサイトにおける説明が地質学的スト
ーリーに偏っていることは改良の余地がある。モデル
コースマップの 6つのコースは，ジオパーク秩父の地
質学的ストーリーを観光客に伝える上では有効である
が，ジオパーク秩父の人文社会的な資源や生態学的な
資源をストーリーに取り込んだ地理学的ストーリーの
構築は不十分いう課題がある。 
6 つのモデルコースそれぞれが対象としているジオ
図 3 6つのモデルコースの地質学的ストーリーと 
地理学的ストーリーの相互関連性 
 
 
 
サイトからそれぞれのモデルコースがどのようなジオ
ストーリーに基づいて構築されているかを視覚的に表
現したものが図 3である。 
図 3の縦方向にはジオパーク秩父の 4つの地質学的
ストーリーを，横方向には自然環境，歴史文化，産業，
および生活文化という 4つの地理学的ストーリーを構
成する要素を並べた。それぞれのモデルコースのジオ
サイトは 4 つの地質学的ストーリーと，4 つの地理学
的ストーリーから構成される 16 マスのいずれかの部
分に該当する。たとえば，ようばけジオサイトは「海・
秩父湾の証人」の地質学的ストーリーで，「自然環境」
の地理学的ストーリーとなる。そのため，ようばけジ
オサイトを含む赤平川を訪ねるコースや宮沢賢治青春
の旅コースは，「海・秩父湾の証人」と「自然環境」が
交わるマスに色が付けられている。モデルコースを図
3 のように視覚化すると，大きく 2 つのパターンがみ
られる。１つが荒川源流コース，赤平川を訪ねるコー
ス，宮沢賢治青春の旅コース，および一味違った札所
めぐりコースにように縦方向に長い，つまり複数の地
質学的ストーリーにより構築されているパターンであ
る。もう一方が，三波川変成岩をめぐるコースと段丘
地形と暮らしを探るコースのように横方向，つまり複
数の地理学的ストーリーにより構築されているパター
ンである。前者のパターンは自然環境のジオサイトが
中心でありながら広域に渡るモデルコースのため，さ
まざまな地質帯に範囲が及び，複数の地質学的ストー
リーにまたがっている。後者のパターンは，1 つない
しは 2つの地質学的ストーリーを対象に，幅広い地理
学的ストーリーによりモデルコースが構築されている。
このように，ジオツアーのコースは地質学的ストーリ
ーと地理学的ストーリーが融合して成立しており，
各々のコースにより特性が異なっている。 
 
Ⅳ．ジオパーク秩父におけるジオツアーの展開－
むすびにかえて－
ジオパーク秩父においては，ジオパーク認定に向け
て本格的に活動を開始した 2010 年から，NPO や商工
会，鉄道会社，および事務局によるジオツアーが企画
されてきた。ジオパーク秩父におけるジオツアーの実
施体制では，秩父まるごとジオパーク推進協議会が主
催となり，協議会を構成するNPOや商工会，および事
務局が企画と運営にあたるものである。ジオパーク秩
父のホームページや秩父まるごとジオパーク推進協議
会事務局のジオツアーに関する資料，および協議会事
務局職員への聞き取り調査から，2010 年 2月から 2013
年 12 月までに企画された 20のジオツアーが表 3にま
とめられている。それによれば，ジオパーク秩父にお
けるジオツアーは，企画と運営の主体によりジオツア
ーの交通手段や性格が異なる傾向にある。また，交通
手段の違いは，1 回あたりのジオツアーで対象となる
ジオサイトの数や範囲の違いも生み出している。その
ため，企画と運営の主体が異なるジオツアーのなかで
構築されているジオストーリーも必然的に差別化され
てきている。そこで，地質学的ストーリーごとに分類
することで，ジオパーク秩父におけるジオツアーのな
かで構築されているジオストーリーと企画運営団体，
および交通手段の関係性を検討することができる。本
章では 20 のジオツアーを 4 つの地質学的ストーリー
によって 4つの類型に分類して，それぞれの類型の特
性を検討する。 
地質学的ストーリーの 1つ目，「盆地を取り巻く山々」
が構築されているジオツアーは 20 コース中 9 コース
であった。そのうち 8コースは地質学的ストーリーの
3 つ目の「海・秩父湾の証人」も構築されているジオ
ツアーであった。つまり，「盆地を取り巻く山々」と「海・
秩父湾の証人」の 2つの地質学的ストーリーにより構
築されているジオツアーが多い傾向にある。その中で，
類型の 1 つ目としては，表 3 のジオツアーNo.1 から 6
とする。No.1から 6までのジオツアーは対象としてい
るジオサイトの多くが，「盆地を取り巻く山々」の地質
学的ストーリーを構成するジオサイトである。1 つ目
の類型の特徴をみると，歴史文化による地理学的スト
ーリーが 5つのジオツアーで構築されている。一味違
った札所めぐり（3）やちちぶ国造りの道国神コースは，
寺社といった歴史的な建造物や秩父地域の歴史的な出
来事がジオツアーのストーリーに組み込まれている。
それら以外の，宮沢賢治青春の旅コースや大滝ジオツ
アー，および秩父源流シンポジウム・エクスカーショ
ンのジオツアーにおいても歴史的な地域資源を対象と
しており，地理学的ストーリーにおいては歴史が多く
なっている。企画と運営はNPO が 3 つ，協議会事務局
が 3 つのジオツアーと半々である。NPOによる 3つの
ジオツアーはすべて徒歩によるジオウォークの形態で
実施された。一方で協議会事務局によるジオツアーは
3 つすべてにおいてでバスによるジオツアーであった。 
類型の 2 つ目は，表 3 のNo.7 から 10 である。この
4 つのジオツアーは，「海・秩父湾の証人」の地質学的
ストーリーを主として構築されている。対象としてい
るジオサイトはようばけ，おがの化石館，および取方
の大露頭という新生代新第三紀の堆積物や化石に関す
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る地域資源である。4 つのジオツアーのうち 2 つのジ
オツアーは西秩父商工会によるバイクジオツアーであ
る。国道 299号線沿いを小鹿野町中心街から埼玉県の
西端の志賀坂峠付近まで走り抜けるジオツアーである。
これまでに 2回実施された。NPOが企画と運営をする
徒歩によるジオウォークは 1回実施された。NPO秩父
まるごと博物館による企画と運営の日本地質百選よう
ばけを訪ねてというジオツアーでは，「海・秩父湾の証
人」の地質学的ストーリーを構成するようばけやおが
の化石館やようばけ付近の泉田地区の名倉館や小鹿野
用水という歴史文化や生活文化から地理学的ストーリ
ーが構築されている。 
3 つ目は，「先人文化と固有の風土」の地質学的スト
ーリーによって構築されているジオツアーの類型
（No.11～17）である。7 コースとも NPO による企画
であり，すべて徒歩によるジオウォークである。一味
違った札所めぐり（1）だけは「地球の躍動・変成岩」
と「先人文化と固有の風土」の 2つの地質学的ストー
リーから構築されているが，それ以外の 6コースは「先
人文化と固有の風土」の地質学的ストーリーのみで構
築されたジオツアーである。7 コースとも複数の地理
学的ストーリーが構築されており，「歴史文化」の地理
学的ストーリーは 7コースすべてのジオツアーで構築
されている。「産業」の地理学的ストーリーは 4つのジ
オツアーで，「生活文化」の地理学的ストーリーは 5つ
のジオツアーで構築されている。 
4 つ目の類型は，No.18 から 20 の 3 つのジオツアー
であり，「地球の躍動・変成岩」の地質学的ストーリー
のみから構築されている。地理学的ストーリーも自然
環境だけであり，三波川帯に特化したジオツアーの類
型といえる。いずれも，NPO秩父まるごと博物館によ
りジオウォークの形態で実施された。 
また地質学的ストーリーと各ジオツアーとの関係で
重要なのは，ジオウォークの大半が 1つの地質学的ス
トーリーを対象としたジオツアーとして展開されてい
る一方で，バスやバイクによるジオツアーでは複数の
地質学的ストーリーが対象となっている。これはジオ
ツアーを策定する上で重要な視点であり，狭い範囲し
か行動できないジオウォークにおいては単一の地質学
的ストーリーへと関心を集中させ，他方で，バスツア
ーなどではジオパーク秩父のさまざまな地質学的スト
ーリーを選択的に複数選んで関心をもたせていると解
釈できる。ジオウォークでは狭い範囲の単一の地質学
的ストーリーのみが対象となりがちであるが，実際の
ジオツアーにおいては，地理学的なストーリーの多様
性をもたせることで，参加者の興味や関心を高める仕
掛けを用意していると考えられる。例えば，「一味違っ
た札所めぐり（２）」や「芝桜の丘からまちなみへ」の
ジオウォークでは地質学的ストーリーの④のみが対象
となっているが，地理学的ストーリーの広がりは多様
で自然のみならず，歴史，産業，および生活といった
人文社会的な要素を含めてジオツアーの構築が図られ
ている。 
バスやバイクを用いたジオツアーでは行動範囲が広
く，多様な地質帯をまたいだ複数の地質学的ストーリ
ーを対象とできるため，地質の多様性からもジオパー
クとしての魅力を十分に参加者に伝えることができる。
しかし，地質と人文社会的な視点との融合はジオツア
ーのストーリーの魅力を高めていくために欠かせない。
そのため，「バイクジオツアー 赤平川を走る」のジオ
① ② ③ ④ 自然 歴史 産業 生活
㻝 盆地と山地の境を歩く（日野渓谷編） ○ ○ ○ ○ NPO　環境を考える会 ジオウォーク
㻞 一味違った札所めぐり（３） ○ ○ ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻟 ちちぶ国造りの道　国神コース ○ ○ ○ ○ ○ NPO　まちづくり工房 ジオウォーク
㻠 宮澤賢治青春の旅コース ○ ○ ○ ○ ○ 協議会事務局 バスツアー
㻡 大滝ジオツアー ○ ○ ○ ○ ○ 協議会事務局 バスツアー
㻢 秩父源流シンポジウム・エクスカーション ○ ○ ○ ○ 協議会事務局 バスツアー
㻣 バイクジオツアー　赤平川を走る ○ ○ ○ ○ ○ ○ 西秩父商工会 バイクジオツアー
㻤 バイクでまるごとジオツアーinおがの ○ ○ ○ ○ ○ 西秩父商工会 バイクジオツアー
㻥 秩父盆地の生い立ちを語る ○ ○ ○ ○ ○ 協議会事務局 バスツアー
㻝㻜 日本の地質百選ようばけを訪ねて ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻝 一味違った札所めぐり（１） ○ ○ ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻞 一味違った札所めぐり（２） ○ ○ ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻟 一味違った札所めぐり（４） ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻠 芝桜の丘からまちなかへ ○ ○ ○ ○ ○ NPO　3団体共催 ジオウォーク
㻝㻡 段丘崖の樹木探索　 ○ ○ ○ ○ NPO　まちづくり工房 ジオウォーク
㻝㻢 一味違った札所めぐり（５） ○ ○ ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻣 芝桜まつりジオウォーク ○ ○ ○ ○ ○ NPO　3団体共催 ジオウォーク
㻝㻤 ジオサイト観察会「長瀞の岩畳」 ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻝㻥 三波川結晶片岩を歩く ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻞㻜 長瀞を歩く ○ ○ NPO　まるごと博物館 ジオウォーク
㻺㼛㻚 ジオツアーの名称
地質学的なストーリー 地理学的なストーリー
交通手段企画運営団体
表 3 ジオパーク秩父における多様な主体によるジオツア  ー
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る地域資源である。4 つのジオツアーのうち 2 つのジ
オツアーは西秩父商工会によるバイクジオツアーであ
る。国道 299号線沿いを小鹿野町中心街から埼玉県の
西端の志賀坂峠付近まで走り抜けるジオツアーである。
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オツアーで，「生活文化」の地理学的ストーリーは 5つ
のジオツアーで構築されている。 
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りジオウォークの形態で実施された。 
また地質学的ストーリーと各ジオツアーとの関係で
重要なのは，ジオウォークの大半が 1つの地質学的ス
トーリーを対象としたジオツアーとして展開されてい
る一方で，バスやバイクによるジオツアーでは複数の
地質学的ストーリーが対象となっている。これはジオ
ツアーを策定する上で重要な視点であり，狭い範囲し
か行動できないジオウォークにおいては単一の地質学
的ストーリーへと関心を集中させ，他方で，バスツア
ーなどではジオパーク秩父のさまざまな地質学的スト
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しかし，地質と人文社会的な視点との融合はジオツア
ーのストーリーの魅力を高めていくために欠かせない。
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ツアーにおいては，3 つの地質学的ストーリーを対象
としながら，地理学的ストーリーも自然，歴史，およ
び産業の要素を融合させてツアーを構成している。 
ただ例外も一部あり，表３の最下部に示している 3
つのジオツアーは地質学的ストーリーの②のみを，地
理学的ストーリーに関しても地質を中心とした自然の
みが対象となっている。このジオツアーでは長瀞の岩
畳における結晶片岩が主なテーマとなっており，長瀞
岩畳ジオサイトにおいて観察できる三波川帯の結晶片
岩の地質学的ストーリーこそが最も重要な学びの対象
である。この場合は，岩畳や結晶片岩に関心のある参
加者にとって，十分に興味をもった内容のジオツアー
となり得る。この場合については，長瀞の岩畳が国指
定の名勝・天然記念物に指定されるほどの価値のある
資源であるために，岩畳に集中させたジオツアーが成
り立っている視点は外せない。 
ジオパーク秩父で実施されているジオツアーを通し
て，徒歩によるジオウォークという形態のジオツアー
とバスやバイクなどの行動範囲の広いジオツアーとを
比べると，対象とするジオストーリーの広さにおいて
明確な違いがみられる。ジオストーリーの広さや深さ
により，観光商品としてのジオツアーの魅力や対象者
は異なる。ジオツアーのニーズは多様であり，参加者
の属性や地球科学への興味の度合いも大きく異なって
いる。例えば，ジオパークというよりは秩父のさまざ
まな側面を知りたいという観光客にジオツアーを提供
するにあたっては，ジオウォークよりバスによるジオ
ツアーで多様な地質帯により構成される地質学的スト
ーリーとそこから派生する自然，歴史，産業，および
生活などの要素を結びつけた地理学的ストーリーを広
く体験できるようなツアー構成とする必要がある。一
方で，地学愛好家の集まりなどに博物館の学芸員のよ
うな専門家がガイドとなってジオツアーを実施する場
合は，集中的に特定の地質帯の地質学的ストーリーの
説明に絞ったツアー展開でも問題がない。つまり，ジ
オツアーを実施するにあたっては，参加者の属性やツ
アー自体の目的によって地質学的ストーリーと地理学
的ストーリーの融合のバランスを考慮しなくてはなら
ない。その上で，ジオパークの活動は大地とその地域
の関わりが学べるような仕組みであるがゆえに，地質
帯や地質学的に重要な事象の時間的な広がりから構築
される地質学的ストーリーを，あらゆる活動の土台に
おくことは望ましい姿である。 
日本各地においてジオパークの活動の輪は広がりを
見せており，現在までに約 40 地域がジオパークとし
ての認定を受けている（2015年11月末現在）。さらに，
新たにジオパークを目指して活動を開始している地域
も 10 地域を超えている。それゆえに，ジオパークにお
けるジオストーリーの構築は多くのジオパークにおい
て課題となっている。本章においては，具体的なジオ
ツアーを，地質学的ストーリーと地理学的ストーリー
の視点から分析することで，ジオツアーの特性を導い
たとともに，目的に応じた展開がみられることを示し
た。ジオツアーは単に複数のジオサイトを並べれば構
成できるわけではなく，テーマ性をもったつながりを
前提に作られなければならない。その考え方に基づい
てジオツアーを策定するためにも，地質学的ストーリ
ーと地理学的ストーリーの融合が欠かせない。 
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